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闘病文学を素材とする哲学・史学・文学統合教育の実践

藤尾均＊

[抄録］筆者は医療系大学で人文系教養教育に携わり，教材の一部として毎年，明治から平成

に及ぶ闘病文学を数点選んで活用してきた。本稿ではその実践を踏まえ，合わせて大学図書館

長としての立場も踏まえ，蔵書に闘病文学を充実きせることの意義深さを示唆する。人文系学

問の重要な３本柱は哲学と史学と文学である。闘病文学を教材として活かすために筆者が実践

してきたのは，当該文学を核としてこれら３分野を有機的に統合することであり，その成果は

上梓した著書の一部に盛り込んだ。闘病文学は無数にあるが，本稿では高浜虚子ｄ夏目漸石・

梶井基次郎・室生犀星・荻野アンナの作品を取り上げ，筆者の教育実践を具体的に紹介する。
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１．はじめに

筆者はこれまで20余年にわたり，大学の常

勤．非常勤の教員として，医学・看護学など医療

系の学生を対象とする人文系の教養教育を幅広く

担当してきた。人文系といえば，その柱は哲学・

史学・文学であるが，これら３領域は有機的に統

合した上で教育すべし，というのが筆者の一貫し

た信念である。2005年，この信念をもとに，こ

れらを「三位一体」（トリニテイー）に統合した

講義用テキスト『医療人間学のトリニテイー｣'）

を上梓した。ここでいう「医療人間学」とは「メ

ディカル．ヒューマニテイーズ」の訳語であり，

メデイカノレな（つまり医療上の）諸問題をヒュー

マニテイーズ（つまり人文学あるいは人間学）の

手法によって探究する学問といってよい。

本書でいう哲学とは，主として，「いのち」に

かかわる倫理を探究する現代の倫理学的哲学，す

なわち生命倫理（バイオエシックス）である。筆

者らが編集した『生命倫理事典』2)の内容と有機
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的にタイアップさせ，医師．,患者関係をはじめ，

安楽死や尊厳死，脳死と臓器移植など，日本にお

ける生命倫理の現状と課題に幅広く言及した。史

学の分野では，日本の近代的医療制度が確立され

始めた明治時代初期からの医学史・医療史に主眼

を置き，それを各時期の社会的背景と絡めて叙述

するよう努めた。

そして文学については，同じく日本の近代以降

を対象とし，著名作家の作品の中から，患者．障

碍者・医師・看護師などが登場するもの，病院な

ど医療現場を舞台とするもの，病気や障碍を主題

とするものなど32作品を厳選して抜粋し，読み

やすいよう注釈を施して紹介した。医療人や患

者・障碍者の普遍的な感情の機微を具体的に捉え

ることができ，読者の琴線に触れる作品ばかりで

ある。

つまり本書は，文学作品の一節を素材にして医

療問題の諸相を具体的に把握し（文学)，当該問

題の社会的背景を歴史的脈絡の中で捉える（史

学）とともに，そこから現代にも通じる哲学．倫

理学的課題を汲み取って批判的に吟味し（哲学)，

ひいては医療の将来を実践的に切り拓くことを意

図している。その意図がどの程度まで達成された

かは読者諸賢の御判断にゆだねたい。
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